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 ●「市民との懇談会」を開催
●第４回 定例会（12月）

市民と議会を結ぶ情報誌

No.67

●主な内容　
「市民との懇談会」を開催（P2～）

12月定例会の概要／議決結果／討論（P4～）

常任委員会委員長報告（P6～）

代表質問・6会派（P9～）

一般質問・10議員（P15～）

政務活動報告（P20～）

議会活動／意見書（P21～）

市民からひとこと／お知らせ／編集後記（P22）

南アルプス

●表紙作品解説／萩原英雄《雲海の果に》

　1913年、山梨県甲府市に生まれた萩原英雄は、日本を代

表する版画家の１人です。東京美術学校（現  東京藝術大学）

で油絵を学びましたが、結核を患い療養生活を送る中で版

画の制作を始め、国内だけでなく、国際展でも数々の賞を

受賞し、世界的に高く評価されました。

　この作品は、25年の歳月をかけて完成した「三十六富士」

シリーズにまとめきれなかった題材から新たに拾い直して

制作された「拾遺（こぼれ）富士」シリーズ

の中の１点で、清里から見た雲海に浮かぶ

富士が柔らかな色彩で描かれています。

市  議  会 だより

南アルプス市立美術館 所蔵



　市議会では、市民や地域の声を聞き、市の発展に役立てるため、また、多くの皆様

に議会の活動内容を知ってもらい、より身近に議会を感じてもらうため、「市民との

懇談会」を開催しております。今回も各常任委員会ごとに３つの班に分かれ、市内で

活躍されている団体や組織の皆様と懇談を行いました。

◆「市民との懇談会」を開催 ◆

テーマ：地域防災力の現状と課題について
　地域防災力の現状と課題を明らかにするため、自治会連合会

の役員の皆様に台風 19 号接近時の各地区の対応内容を伺うと

ともに、今後の防災・減災活動の進め方についての意見交換を

行いました。さまざまなご意見のなかで、本市が今後、重点的

に取り組まなければならない課題として次の事項が明らかにな

りました。これらの内容を市政に反映し、安全・安心なまちづ

くりを推進してまいります。

① 住民の災害への危機感が希薄で逃げ遅れが心配であり、 
　 早期避難を促す啓発活動を推進することが必要。

② 避難所機能を充実させることが必要。

③ 避難行動要支援者に対する支援策の検討が必要。

④ 防災リーダーが、防災・減災活動の地区指導者として活動することに期待している。

「自助」・「共助」・「公助」を、すべての市民が理解し、実践していくことの重要性を再認識した懇談会でした。

（総務常任委員会）  市内各自治会の代表者のみなさま

（厚生文教常任委員会）  子育て中の保護者のみなさま

テーマ：子育て支援施策の現状と課題について
　今回の市民との懇談会は、子育て中の保護者から直接話を聴

くことによって、その実態を掴むと同時に率直な意見・要望を

伺い支援サービスの改善等に繋げていくことを目的に開催しま

した。訪問先は、公立の「青少年児童センター南風」と民間子

育て支援施設「あんふぁんねっと」の２か所です。

　現場で話を伺うと、「本市の子育て支援は他市と比べて充実し

ている」と言われる一方で、さらに聴いていくと、「こうしてほ

しい、ここが良くないので改善してほしい」等の率直な声が出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てきました。行政が子育て支援を万全に進めていても、足りな

いサー ビスや細かい部分まで支援が届いていないケースがいくつかあると痛感しました。

　この結果を受け、後日担当課等と話し合いの場を設け、実現できるものは早急に実施し、また、すぐに実施で

きないものは、実現に向けて検討して行く等の回答を得ました。

─  ２  ─

あんふぁんねっとでの懇談のようす

１班

2班



─  ３  ─

（産業土木常任委員会）  NPO法人 田舎ぐらしの郷 南アルプスのみなさま

テーマ：クラインガルテンの活用について
　クラインガルテン（滞在型市民農園）の活用について、クラインガルテンの指定管理者「NPO 法人田舎ぐら

しの郷 南アルプス」の皆さんとの意見交換をしました。 

　まず利用金額について、入会金、契約延長時の料金、また、契約延長できる期間の再考を求める声などが多

くあることをお聴きしました。ガルテナーさん（農園利用者）

同士、あるいは地元の方々との人間関係もお聴きでき、田舎

ぐらしの郷の皆さんのご苦労の一端を知ることができました。

　とにかく空いている 5 棟を埋めたいとの強い思いを感じ、

委員会においても知恵を出し、手伝える事を考えていきたい。

このクラインガルテン事業の当初の目的・趣旨との整合性も

考慮しながらも、NPO 法人・ガルテナー・市で今後の方向性

などを充分検討し、南アルプス市の魅力を発信できる施設に

なるように期待したい。

◆ 参加いただいた方から  ひ・と・こ・と◆
井上 英麿 さん　地区●清水　
　　　　　　　　 団体●甲西地区自治会連合会

　台風 19号によるさまざまな問題の中で、避難のしかたについて、日頃から考えておく必要がある。
ここで問題なのは避難が長期間にわたる場合、食料の確保はどのようにすべきか、また、病弱者の
避難はどのようにあるべきかということである。普段からこれらの対策は考えておくべきである。

藤井 知美 さん　地区●百々　　窪川 麻美 さん　地区●六科
横山 理佐 さん　地区●野牛島

　お話の前日、ニュースで山梨の子育て支援の状況を知った後で伝えたいことが沢
山ありましたので当日は多くの親子が参加しました。お話しするまでは親身に聞い
てくれるか心配でしたが、そんなこともなく話を聞いてもらえました。支援の実態
と各家庭でどのように活かされているかのギャップを市議の方に知ってもらえまし
た。お話の機会をいただきありがとうございます。少しでもお伝えした内容が市政
に反映されることを願います。（写真左から藤井さん、窪川さん、横山さん）

深澤 公幸 さん　地区●湯沢　
　　　　　　　　 団体●NPO法人 田舎ぐらしの郷 南アルプス

　クラインガルテンについて普段思っていることや、ガルテナーとの交流の様子、
今後の展望などを議員さんに伝えることができて、大変有意義な会になりました。
これからも都市と農村の交流が一層進み、お互いに発展できたら良いと思います。

写真：ガルテナーの皆さんと（左から前野 等さん、深澤公幸さん、石館暢子さん、石館昌二さん）

3班



　令和元年 第４回 定例会の議案に対する 議決結果等一覧表
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× × × × × × × ○○

× × × × × ○○

× × × × × × × × × × × × × × × × × ××

× × × ○○
× × × × × × × × × ×× ××

１．齊藤博明議長は除く。
２．議案等に反対した場合のみ「×」印で表示。
３．審議結果の「○」印は可決、「×」印は否決。

制定

整理

議案第124号　 後期高齢者医療特別会計（第３号）   議案第125号　 介護保険特別会計（第４号）
議案第126号　 水道事業会計（第４号） 　　　　   議案第127号　 下水道事業会計（第３号）

議案第95号　  小中一貫教育推進協議会に関する条例
　　　　　　  成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律の
　　　　　　 施行に伴う関係条例
議案第97号　  特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
議案第98号　  特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等に関する条例
議案第119号 職員給与条例
議案第120号　 市長等の給与等に関する条例
議案第121号　 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例
議案第100号　 国民健康保険特別会計（第２号）   議案第101号　 後期高齢者医療特別会計（第２号）
議案第102号　 水道事業会計（第３号）   議案第103号　 下水道事業会計（第２号）

議案第99号 一般会計補正予算（第４号）
（山梨西部広域環境組合運営参画事業費を修正する修正案）

条例
一部
改正

南ア議第7号 建築設計委託等の調査に関する決議

議案第105号　 三郡衛生組合規約

異議なく全会一致で可決された議案等

令和元年度
補正予算

起立採決を行った議案

議案第94号　 南アルプスIC新産業拠点整備事業に係る
企業立地支援条例の制定

議案第104号 山梨西部広域環境組合規約の制定

議案第99号 一般会計補正予算（第４号）

請　願

議案第122号　 一般会計補正予算（第５号）   議案第123号　 国民健康保険特別会計（第３号）

議案第115号　 字の区域の変更 　　　　　　　　　　 議案第116号　 市道路線の認定
議案第117号　 市道路線の変更 　　　　　　　　　　 議案第118号　 市道路線の廃止

規約の変更

諮問第１号・第２号・第３号 人権擁護委員候補者の推薦諮　問

指定管理者の
指定

意見書

その他

請願第１-９号   リニア中央新幹線の騒音の低減に関する請願
南ア議第６号　  リニア中央新幹線の騒音の低減に関する意見書

議案第96号

議案第107号　 大明保育所 議案第108号　 櫛形健康センター
議案第106号　 落合小学校校舎大規模改造工事（建築主体工事）請負契約の締結契　約

議案第113号　 桃源文化会館 　　　　　　　　　　　　 議案第114号　 高度農業情報センター
議案第111号　 天恵泉白根桃源天笑閣・白根やすらぎ館 議案第112号　 若草生涯学習センター
議案第109号　 八田農畜産物処理加工施設 議案第110号　 総合交流ターミナル



─  ５  ─

■起立採決を行った討論の内容

議案第94号　南アルプスIC新産業拠点整備事業に係る企業立地支援条例の制定

反
対
意
見

賛
成
意
見

議案第104号　山梨西部広域環境組合規約の制定

反
対
意
見

賛
成
意
見

議案第99号 一般会計補正予算（第4号）に対する修正案（山梨西部広域環境組合運営参画事業費を修正）

反
対
意
見

提
案
理
由

南ア議第7号　建築設計委託等の調査に関する決議について

反
対
意
見

賛
成
意
見

新産業拠点への参入企業が大企業の場合、本市
の中小企業振興基本条例の「事業者努力」が適用
されない。企業支援とともに企業努力を求めるこ
とが条例上、必要である。また、市が負担する造
成費を参入企業からの賃借料で回収する場合の契
約書面が示されないまま、支援条例だけが先行す
ることは認められない。
●名取 泰 議員

　完熟農園の跡地を再開発するにあたって事業効果
が最大限発揮できるよう優良企業に関心を持ってい
ただき本市への参入を促すために整備するものであ
る。企業立地支援制度について視察研修を行ったが、
その内容等を見ても本市の条例は妥当と考える。本
条例の趣旨は優良企業に関心を持っていただき、信
頼感を持って参入していただくため、他の自治体に
見劣りすることのない魅力的な支援策を掲げること
が優良企業の誘致に大切と考える。
●村松 三千雄 議員

　ごみ処理施設の建設予定地は、洪水ハザードマッ
プで想定浸水が５ｍ以上、浸水が72時間以上続くと
されている。また、隣接する甘々娘や野沢菜を全国
規模で出荷している農業振興地域では不安の声が広
がっている。計画では「各自治体は、積極的に情報
提供や説明を行い、理解と協力を得るよう努める」
としているのに、期限ありきで進めており、不十分
である。また、ごみを減らすという自治体独自の施
策や努力も反映されにくくなるため反対する。
●松野 昇平 議員

　今回のごみ処理施設の協議は「峡北・中巨摩・峡
南地域ごみ処理広域化推進協議会」において協議さ
れてきたが、任意組織であるこの協議会では調査や
議論に限界があるため、今後は、正式な一部事務組
合である「山梨西部広域環境組合」において協議を
進め、新ごみ処理施設の計画や建設、運営を行って
いくためには、「山梨西部広域環境組合」の運営費
負担金の補正予算については必要と判断するので修
正案に反対する。
●北村 千代子 議員

　新たなごみ処理施設の建設は「山梨県ごみ処理広
域化計画」の方針を踏まえ、建設地の選定について
関係11市町の首長で組織された協議会において１年
半、12 回に亘る協議を行い決定された。建設地と
なった中央市浅利地区も浸水のリスクを背負ってい
る地域であるが、耐震化、地盤改良、浸水対策等あ
らゆる災害を想定した対策を講じるよう、関係11
市町が協議する「山梨西部広域環境組合」の規約の
制定は必要であるので賛成する。
●北村 千代子 議員

　補正予算の内、山梨西部広域環境組合運営参画事
業は、本市を含む11市町による新たなごみ処理施設
の事務組合の負担金を支出するものだが、このごみ
処理施設については、洪水対策の検証・説明が十分
でない事に加え、建設予定地に隣接する地域の住民
の理解を得られていないため、事業費の執行は認め
られない。
●名取 泰 議員

　広河原山荘の基本設計等に係る業務委託は、いず
れも産業土木常任委員会において、質疑を重ね慎重
に審議し決議されている。９月議会でも同様の決議
案の提出があったが、否決されている。また、桃源
文化会館改修に係る業務委託金額が高額であると
いった疑義であるが、一般的な公共施設と桃源文化
会館では、施設の形状や規模が著しく異なり、比較
することは難しい。本決議案は、すでに本市議会に
おいて適正であると決議されているため反対する。
●戸栗 淳 議員

　桃源文化会館改修事業の建築設計等の業務委託
は8件の内6件が随意契約にあり、しかも、特命随
意契約額は、契約相手の見積額を以って随意契約
にあるため法令や条例に抵触の恐れがある。また、
広河原山荘新築事業における建築設計等の業務委
託料の算定においても、国土交通省告示に反する
運用にあり過大支出にある。これらの解明の必要
性から、地方自治法第100条の規定による建築設計
委託等調査特別委員会の設置に賛成する。
●矢﨑 俊秀 議員



　
　
　

今
年
度
で
任
期
を
迎
え
る
芦
安
地
域

　
　
　

お
こ
し
協
力
隊
員
の
一
人
が
、
芦
安

に
定
住
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
想
定
し

た
も
の
で
あ
る
。

─  ６  ─

　
　
　

本
市
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
本
市
の

　
　
　

生
産
物
が
評
価
さ
れ
、
本
市
の
暮
ら

し
に
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
ま
た
、

優
良
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
力
と
自
然
資
源
を
活

用
す
る
中
で
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

○
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の

　

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化

　

等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

　

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施

　

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

　
　
　

職
員
給
与
条
例
の
一
部
改

　
　
　

正
に
つ
い
て
、職
員
の「
失

職
」
と
い
う
文
言
を
削
除
す
る
の

は
な
ん
の
た
め
か
。

　
　
　

法
改
正
に
よ
り
成
年
被
後

　
　
　

見
人
と
被
保
佐
人
に
な
っ

た
場
合
で
も
、
市
職
員
を
失
職
す

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ

る
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
　
　

政
策
推
進
課
が
所
管
す
る
「
過
疎
地

　
　
　

域
自
立
促
進
推
進
事
業
」に
つ
い
て
、

芦
安
地
区
に
定
住
す
る
場
合
の
空
き
家
取
得

の
経
費
を
補
助
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
購
入

費
が
１
件
に
付
き
上
限
１
０
０
万
円
に
対
し

て
、
補
正
額
が
１
０
０
万
円
で
十
分
か
。

と
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
本
条
例
に
よ
る
支

援
措
置
が
優
先
さ
れ
る
。

　
　
　

条
例
中
「
賃
貸
借
契
約
に
基
づ
く
」

　
　
　

と
あ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
市
が
説
明

し
て
き
た
「
事
業
用
地
定
期
借
地
権
契
約
に

基
づ
く
」
と
明
確
に
記
述
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
　

相
手
方
の
企
業
と
の
関
係
で
本
当
に

　
　
　

事
業
用
定
期
借
地
権
契
約
が
結
べ
る

か
わ
か
ら
な
い
た
め
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合

も
定
期
借
地
権
契
約
に
準
じ
る
方
法
で
市
に

不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
と
い
う
観
点
で
捉
え
れ

　
　
　

ば
、
企
業
参
入
の
み
を
重
要
と
考
え

る
の
で
は
な
く
、
市
内
全
域
を
見
て
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
周
辺
に
は
ス
ー
パ
ー
な

ど
の
商
業
施
設
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
施
設

と
同
じ
タ
イ
プ
の
施
設
が
参
入
し
た
場
合
、

競
合
が
生
じ
、
既
存
施
設
が
衰
退
す
る
よ
う

な
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
支
障
を
き
た
す
と
思

う
。
既
存
の
ス
ー
パ
ー
等
と
同
一
の
施
設
が

参
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
　

土
地
利
用
の
中
で
地
域
資
源
を
活
用

　
　
　

し
た
事
業
と
考
え
て
い
る
の
で
、
既

存
に
あ
る
よ
う
な
、
単
な
る
商
業
集
積
と
似

た
よ
う
な
も
の
に
は
基
本
的
に
は
な
ら
な
い

と
考
え
る
。

　
　
　

目
的
に
あ
る
「
地
域
の
価
値
を
高
め

　
　
　

る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

○
南
ア
ル
プ
ス
IC
新
産
業
拠
点
整
備

　

事
業
に
係
る
企
業
立
地
支
援
条
例

　

の
制
定

　
　
　

本
市
の
中
小
企
業
お
よ
び
小
規
模
企

　
　
　

業
振
興
基
本
条
例
と
の
関
係
は
ど
う

な
る
の
か
。
ま
た
企
業
支
援
の
た
め
の
、
既

存
の
助
成
金
交
付
や
奨
励
金
支
給
の
要
綱
と

の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　

参
入
企
業
も
振
興
基
本
条
例
の
対
象

　
　
　

に
な
る
が
、
企
業
が
中
小
企
業
以
上

の
規
模
の
企
業
に
な
る
場
合
は
そ
の
限
り
で

は
な
い
。
ま
た
既
存
の
要
綱
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
場
合
、
同
じ
支
援
措
置
に
つ
い
て
は
、

二
重
に
支
援
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
対
象

常任委員会  委員長報告

●委員長／矢﨑 俊秀　●副委員長／櫻田 力
●委　員／村松 三千雄、野中 國幹、名取 泰、
　　　　　飯野 久、小林 敏徳

●当委員会に付託された案件／5件

総務常任委員会

　

議
案
第
94
号
つ
い
て
は
、
名
取
泰
議
員
、
小

林
敏
徳
議
員
よ
り
反
対
討
論
、
村
松
三
千
雄
議

員
、
櫻
田
力
議
員
よ
り
賛
成
討
論
が
あ
り
起
立

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
条
例
案
、
補
正
予
算
案
お
よ
び
請

願
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
査
し
た
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
な
ら
び
に
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

QＡ

Q

Q

Ａ Q

Ａ

Ａ

補
正
予  

算

条  

例

総務常任委員会のようす

QＡQ

Ａ



○
山
梨
西
部
広
域
環
境
組
合

　

規
約
の
制
定

　
　
　

中
央
市
浅
利
地
区
は
５
メ
ー
ト
ル
以

　
　
　

上
の
浸
水
地
域
で
、
課
題
も
多
い
が

そ
の
対
策
は
十
分
か
。

　
　
　

ま
だ
課
題
が
多
く
、
こ
れ
か
ら
も
協

　
　
　

議
会
お
よ
び
新
一
部
事
務
組
合
に
お

い
て
協
議
が
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
っ
て
い

る
。

　
　
　

施
設
予
定
地
は
、
５
メ
ー
ト
ル
以
上

　
　
　

の
浸
水
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

長
は
反
対
し
採
決
に
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
採
決
時
に
そ
の
対
策

を
講
じ
る
と
い
う
明
確
な
返
答
は
あ
っ
た
の

か
。

　
　
　

対
策
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
に
議
論

　
　
　

さ
れ
た
が
、
具
体
的
な
こ
と
は
今
後

協
議
し
て
い
く
。

─  ７  ─

　
　
　

学
校
教
育
課
が
所
管
す
る
「
小
中
学

　
　
　

校
教
師
用
指
導
書
・
教
師
用
教
科
書

購
入
事
業
」
に
つ
い
て
、
こ
の
中
に
は
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

こ
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
で

　
　
　

き
る
だ
け
早
く
導
入
を
考
え
て
い
る

が
、
具
体
的
に
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

ア
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
が
予
定
よ
り
少
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　

利
用
者
は
予
定
ど
お
り
だ
っ
た
が
、

　
　
　

こ
の
事
業
に
は
産
婦
健
診
が
含
ま
れ

て
お
り
、
出
産
数
が
見
込
み
よ
り
少
な
か
っ

た
た
め
返
納
金
が
発
生
し
た
。

等
も
議
論
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

小
中
学
校
の
間
に
あ
る
ギ
ャ
ッ
プ
に

　
　
　

よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て

い
る
。
一
貫
し
た
教
育
方
法
を
と
り
、
少
し

で
も
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
と
こ
ろ
を
活
か

し
、
さ
ら
に
小
中
一
貫
教
育
で
で
き
る
良
い

と
こ
ろ
を
や
っ
て
い
け
る
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　
　

小
中
一
貫
教
育
推
進
協
議
会
の
組
織

　
　
　

に
つ
い
て
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
は
な

く
協
議
会
の
委
員
と
し
て
学
校
長
な
り
が
出

席
し
、
学
校
の
現
状
が
伝
わ
る
よ
う
な
体
制

を
整
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

学
校
の
現
状
が
大
変
重
要
な
こ
と
で

　
　
　

あ
り
、
校
長
自
身
が
必
ず
出
席
し
発

言
で
き
る
体
制
を
確
実
に
整
え
て
い
き
た

い
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
　
　

環
境
課
が
所
管
す
る
「
山
梨
西
部
広

　
　
　

域
環
境
組
合
運
営
参
画
事
業
」
に
つ

い
て
、
２
１
８
万
５
千
円
の
負
担
金
は
今
年

度
、
何
に
使
う
の
か
。

　
　
　

職
員
人
件
費
、
各
種
機
器
リ
ー
ス
料
、

　
　
　

先
進
地
視
察
研
修
費
等
で
あ
る
。

　
　
　

健
康
増
進
課
が
所
管
す
る
「
産
前
産

　
　
　

後
ケ
ア
事
業
」
に
つ
い
て
、
国
庫
補

助
金
の
返
納
と
い
う
こ
と
は
、
産
前
産
後
ケ

○
小
中
一
貫
教
育
推
進
協
議
会
に
関
す

　

る
条
例
の
制
定

　
　
　

小
中
一
貫
教
育
の
推
進
は
、
学
校
の

　
　
　

統
廃
合
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

　
　
　

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
統
合

　
　
　

を
前
提
と
し
て
は
全
く
考
え
て
い
な

い
。

　
　
　

小
学
校
・
中
学
校
の
特
性
を
活
か
し

　
　
　

た
対
応
が
義
務
教
育
に
は
ふ
さ
わ
し

く
、
小
学
校
５
年
が
高
学
年
の
入
り
口
と
な

り
自
主
的
な
行
動
を
学
ん
だ
り
す
る
が
、
小

中
一
貫
校
の
子
ど
も
は
そ
れ
に
比
べ
幼
い
と

感
じ
る
声
も
聴
い
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
面

常任委員会  委員長報告

●委員長／有野 一成　●副委員長／北村 千代子
●委　員／松野 昇平、戸栗 淳、小池 伸吾
　　　　　中込 恵子

●当委員会に付託された案件／14 件

厚生文教常任委員会

　

議
案
第
99
号
お
よ
び
議
案
第
１
０
４
号
に
つ

い
て
は
、
松
野
昇
平
議
員
か
ら
反
対
討
論
が
あ

り
、
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
条
例
案
、
補
正
予
算
案
お
よ
び
そ

の
他
案
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
査
し
た
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

QＡ

QＡ

Q Ａ

Q Ａ

Q

ＡQ

Ａ

補
正
予  

算

条  

例

規  

約

産前産後ケアセンター

QＡQＡ



市
で
も
秋
２
回
に
加

え
、
春
に
１
回
助
成

を
す
る
考
え
は
。

　
　
　

峡
東
地
域
で

　
　
　

は
非
常
に
大

き
な
被
害
を
受
け
て

い
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
本
市
で
は
、
農

協
や
農
業
者
等
に
情

報
を
聞
く
と
、
お
お

む
ね
秋
２
回
、
春
１

回
撒
け
ば
十
分
で
あ

る
と
の
認
識
で
あ
る
。

─  ８  ─

　
　
　

厨
房
室
の
改
修
、
排
水
地
下
ピ
ッ
ト

　
　
　

の
改
修
、
床
タ
イ
ル
補
修
、
ふ
れ
あ

い
広
場
お
よ
び
研
修
室
の
エ
ア
コ
ン
補
修
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
の
周
辺
補
修
等
で
あ

る
。
今
後
施
設
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

指
定
管
理
者
の
入
れ
替
え
に
伴
う
休
業
期
間

に
、
改
修
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

○
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　
　

上
今
諏
訪
浄
水
場
施
設
整
備
事
業
に

　
　
　

つ
い
て
、
電
柱
移
転
に
よ
り
工
期
が

１
年
延
長
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
詳
細
は
。

　
　
　

平
成
29
年
度
に
藤
田
浄
水
場
に
不
具

　
　
　

合
が
発
生
し
、
上
今
諏
訪
浄
水
場
の

一
部
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
工
事

の
発
注
が
遅
れ
た
。

　

平
成
30
年
10
月
に
復
旧
後
、
電
柱
移
転
の

申
請
を
行
っ
た
が
、
設
計
さ
れ
た
移
転
地
が

国
土
交
通
省
の
河
川
敷
で
あ
り
、
許
可
が
下

り
ず
、
設
計
を
や
り
直
し
て
さ
ら
に
遅
れ
た
。

さ
ら
に
、
台
風
15
号
に
よ
り
千
葉
県
に
大
規

模
停
電
が
発
生
し
た
影
響
で
、
東
京
電
力
に

よ
る
移
転
工
事
が
遅
延
し
た
。

　

こ
う
し
た
事
案
が
度
重
な
り
、
建
築
と
機

械
の
発
注
が
で
き
ず
、
工
期
を
延
長
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

た
だ
、
県
の
要
綱
で
は
春
は
対
象
外
と
し
て

い
る
た
め
、
秋
の
２
回
し
か
本
市
で
は
対
象

と
し
て
い
な
い
。

　
　
　

観
光
商
工
課
が
所
管
す
る
「
県
民
の

　
　
　

森
周
辺
施
設
（
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖
）

等
再
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
、
工
事
請
負
費

３
９
１
万
７
千
円
の
内
訳
と
補
正
理
由
は
。

　
　
　

老
朽
化
が
進
み
、
見
た
目
も
悪
く
、

　
　
　

安
全
性
に
も
問
題
の
あ
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
ベ
ン
チ
、
木
製
テ
ー
ブ
ル
、
傷
ん

だ
ロ
ー
プ
等
を
撤
去
し
、
周
辺
に
放
置
さ
れ

た
廃
材
や
倒
木
の
処
分
を
行
う
。
今
後
の
整

備
計
画
を
見
据
え
、
冬
場
の
シ
ー
ズ
ン
オ
フ

に
行
う
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

　
　
　

観
光
商
工
課
が
所
管
す
る
「
樹
園
改

　
　
　

修
事
業
」
に
つ
い
て
、
修
繕
工
事
費

６
５
９
万
３
千
円
の
内
訳
と
補
正
理
由
は
。

　
　
　

農
政
課
が
所
管
す
る
「
強
い
農
業
・

　
　
　

担
い
手
づ
く
り
総
合
支
援
交
付
金
事

業
」
に
つ
い
て
、
台
風
19
号
に
よ
り
農
業
用

施
設
に
被
災
を
受
け
た
農
業
者
を
全
て
把
握

し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

10
月
29
日
の
激
甚
災
害
指
定
以
降
、

　
　
　

す
ぐ
に
助
成
の
案
内
を
農
協
の
窓
口

に
設
置
し
た
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
案
内
を
掲
載
し
た
。
農
協
に
情
報
が
寄

せ
ら
れ
た
場
合
は
、
農
政
課
と
農
協
営
農
指

導
課
で
現
地
を
確
認
し
、
状
況
を
把
握
し
て

い
る
。

　
　
　

農
政
課
が
所
管
す
る
「
農
作
物
緊
急

　
　
　

救
済
措
置
事
業
」
に
つ
い
て
、
笛
吹

市
で
は
農
協
お
よ
び
地
域
を
上
げ
て
、
モ
モ

せ
ん
孔
細
菌
病
の
防
除
を
行
っ
て
お
り
、
年

３
回
の
補
助
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
本 

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
　
　

農
政
課
が
所
管
す
る「
農

　
　
　

林
業
政
策
推
進
事
業
」

に
つ
い
て
、
オ
リ
ー
ブ
の
産
地

化
を
支
援
す
る
場
所
や
規
模
が

未
確
定
と
の
こ
と
だ
が
、
補
助

金
額
63
万
円
の
積
算
根
拠
は
。

　
　
　

苗
木
１
０
０
本
、
支

　
　
　

柱
３
０
０
本
、
有
機

肥
料
３
０
０
袋
、
水
を
汲
み

上
げ
る
た
め
の
動
噴
一
式
な

ど
、
資
材
の
支
援
を
行
う
も

の
で
あ
り
、
県
が
暫
定
的
に

積
算
し
た
。

常任委員会  委員長報告

●委員長／斉藤 諭　●副委員長／三木 充
●委　員／花輪 幸長、清水 重仁、河野 木綿子
　　　 　  花輪 進、深澤 米男

●当委員会に付託された案件／８件

産業土木常任委員会

　

条
例
案
、
補
正
予
算
案
お
よ
び
そ
の
他
案
に

つ
い
て
は
、
慎
重
審
査
し
た
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

QＡ

QＡ

Q

Q

Ａ

Ａ

補
正
予  

算

Q

ＡQＡ

モモせん孔細菌病の防除研修会のようす

改修予定の樹園
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の
か
。
ま
た
、
い
く
ら
か
か
る
の
か
。

　
　
　

買
い
上
げ
費
用
は
、
そ
の
時
点
で
の

　
　
　

状
況
に
合
わ
せ
て
、
適
切
な
財
源
措

置
を
講
じ
る
。
用
地
買
収
の
時
期
に
、
適
正

な
地
価
調
査
を
実
施
し
、
適
切
な
根
拠
を

も
っ
て
算
出
す
る
考
え
で
あ
る
。

入
札
問
題

　
　
　

広
河
原
山
荘
を
設
計
し
た
設
計
事
務

　
　
　

所
は
、
設
計
す
る
前
に
現
地
視
察
を

行
っ
た
上
で
設
計
を
行
っ
た
の
か
。

　
　
　

平
成
28
年
６
月
に
基
本
設
計
業
務
を

　
　
　

契
約
後
、
現
地
状
況
の
確
認
お
よ
び

広
河
原
山
荘
管
理
人
な
ど
関
係
者
に
聞

き
取
り
調
査
し
、
設
計
し
た
と
報
告
を

受
け
た
。

　
　
　

設
計
の
見
直
し
に
対
し
て
、
１

　
　
　

３
０
万
円
の
設
計
料
を
支
払
っ

て
い
る
の
は
、
ど
う
し
て
か
。
他
の
一

級
建
築
士
の
話
で
は
、
た
だ
で
や
り
直

す
の
が
当
然
と
聞
い
た
が
。

　
　
　

実
施
設
計
の
完
成
検
査
を
合
格

　
　
　

と
し
引
き
渡
し
を
受
け
た
後
の

入
札
の
結
果
、
不
調
に
な
っ
た
た
め
、

造
成
工
事
を
分
離
し
て
先
行
発
注
と
し

た
。
建
築
本
体
工
事
は
、
翌
年
度
発
注

で
、
新
年
度
単
価
、
業
者
見
積
り
積
算

の
見
直
し
な
ど
に
伴
う
業
務
委
託
契
約

に
よ
る
支
出
で
あ
る
。

随
意
契
約

　
　
　

平
成
29
年
設
計
の
、
高
度
農
業
情
報

　
　
　

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
、
八
田
農
業
者
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
の
業
務
委
託

が
、
同
一
金
額
48
万
６
千
円
で
随
意
契
約
。

ま
た
、
平
成
30
年
の
白
根
源
・
櫛
形
北
小
学

校
の
プ
ー
ル
改
修
工
事
委
託
も
、
同
一
金
額

42
万
１
千
２
０
０
円
で
随
意
契
約
し
て
い
る

が
、
な
ぜ
か
。

　
　
　

い
ず
れ
も
複
数
の
者
か
ら
見
積
り
を

　
　
　

と
っ
た
結
果
、
最
も
低
価
格
な
見
積

り
を
し
た
者
と
契
約
締
結
し
た
。

新
産
業
拠
点
整
備
事
業

　
　
　

こ
れ
ま
で
「
12
　

ha
全
て
一
括
で
な
い

　
　
　

と
、
事
業
展
開
し
な
い
」
と
聞
い
て

い
た
。
今
回
「
地
権
者
１
１
３
名
の
承
諾
を

得
、
事
業
に
必
要
な
所
が
確
保
さ
れ
た
の
で

進
め
て
い
く
」
と
報
告
さ
れ
た
が
、「
12
　

ha

一
括
」
の
地
権
者
は
１
１
８
名
で
は
な
か
っ

た
の
か
。
残
り
５
件
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　

縁
辺
部
の
５
件
は
今
後
も
交
渉
を
継

　
　
　

続
す
る
が
、
本
事
業
に
必
要
な
同
意

件
数
は
１
１
３
件
で
あ
り
、
12　
ha
を
一
括
と

す
る
認
識
に
変
更
は
な
い
。

　
　
　
　「
事
業
展
開
し
て
い
く
の
に
、
土
地

　
　
　

を
農
地
か
ら
宅
地
に
変
更
す
る
」
と

し
て
い
る
が
、
宅
地
に
変
更
し
て
高
く
な
る

地
代
は
ど
の
位
で
、
そ
の
差
額
は
誰
が
支
払

う
の
か
。

　
　
　

農
地
法
に
よ
り
、
地
目
が
農
地
だ
と

　
　
　

耕
作
以
外
の
利
用
は
で
き
な
い
た

め
、
市
が
一
括
し
て
借
り
上
げ
造
成
す
る

こ
と
で
、
農
地
転
用
・
宅
地
化
に
よ
り
、
民

間
企
業
が
市
か
ら
用
地
を
一
括
し
て
借
り
上

げ
、
事
業
展
開
が
可
能
と
な
る
。
用
地
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
は
推
測
で
き
な
い
が
、

地
代
は
、
借
主
で
あ
る
市
が
支
払
う
。

　
　
　
「
地
権
者
の
同
意
を
取
り
付
け
た
ら
、

　
　
　

土
地
を
市
が
買
う
」
と
発
言
し
て
い

る
が
、
買
い
上
げ
る
費
用
は
ど
こ
か
ら
出
す

　 小林 敏徳 議員
（新生かがやき）

討議の
焦 点

Q

高度農業情報センター 駐車場

新産業拠点用地宅地化後の地代の差額は誰が支払うのか？
◇地代は地権者と市の賃貸借契約に基づき、借り主の市が支払う。

広河原山荘の設計前に現地視察を行ったのか。
◇契約後、現地状況の確認、山荘管理人等関係者に聞き取り調査し、
　設計した。

Ａ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

QＡQ

ＡQＡQＡ

QＡ

八田農業者健康管理センター跡地
駐車場



北杜市

塩山市

甲府市

山梨市

笛吹市
中道町

早川町

身延町

南部町

昭和町

富士川町

南アルプス市

韮崎市

鳴沢村

富士吉田市
山中湖村

忍野村

西桂町 都留市

道志村

上野原市
大月市

丹波山村

小菅村

甲斐市
甲州市

市川三郷町

富士河口湖町

北杜市

甲府市

昭和町

Ａブロック

Ｃブロック

Ｂブロック

中央市
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鏡
中
條
地
区
に
つ
い
て
は
、
一
次
・

　
　
　

二
次
・
最
終
の
評
価
に
お
い
て
最
も

評
価
点
が
高
く
、
位
置
的
に
も
適
し
た
場
所

で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
本

市
が
地
域
活
性
化
の
た
め
に
提
案
し
て
い
た

施
設
や
地
区
公
民
館
の
維
持
管
理
費
を
本
市

の
み
で
負
担
す
る
と
の
条
件
で
あ
り
、
建
設

後
の
財
政
負
担
を
考
え
る
と
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
残
念
な
が
ら
候

補
地
か
ら
外
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　

決
定
地
の
浅
利
地
区
は
、
ハ
ザ
ー
ド

　
　
　

マ
ッ
プ
に
よ
る
と
、
５
ｍ
～
10
ｍ
の

浸
水
地
域
で
あ
る
が
、
そ
の
対
応
策
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
協
議
が
な
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　

中
央
市
浅
利
地

　
　
　

区
に
お
い
て
は
、

浸
水
深
や
浸
水
継
続
時

間
は
鏡
中
條
地
区
と
比

較
す
る
と
や
や
評
価
は

下
が
る
が
、
氾
濫
や
浸

食
に
つ
い
て
は
影
響
が

な
い
と
の
評
価
が
な
さ

れ
た
。
対
応
策
に
つ

い
て
は
、
盛
り
土

に
よ
る
「
か
さ
上

げ
」
や
ス
ロ
ー
プ

状
の
道
路
を
設
置
し
、

搬
入
車
が
直
接
高
層
階

へ
の
乗
り
入
れ
を
可
能
と

す
る
「
ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ
方
式
」
の
採
用
な
ど
、

土
地
に
あ
っ
た
対
策
を
講
じ
て
い
く
と
協
議

さ
れ
た
。

　
　
　

浅
利
地
区
に
隣
接
す
る
市
川
三
郷
町

　
　
　

大
塚
地
区
か
ら
反
対
運
動
が
起
き
て

い
る
が
、
そ
の
対
応
は
協
議
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　

今
後
、
賛
同
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
も

　
　
　

危
惧
さ
れ
る
が
、
懸
念
事
項
に
対
し
、

協
議
会
で
説
明
会
を
開
く
な
ど
、
多
く
の
皆

様
に
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
丁
寧
に
説
明

し
、
合
意
形
成
に
努
め
る
よ
う
協
議
さ
れ
た
。

ご
み
処
理
施
設
建
設
計
画

　
　
　

県
の
ご
み
処
理
施
設
建
設
計
画
に
お

　
　
　

い
て
、
本
市
は
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
の
11
市

町
に
含
ま
れ
、
推
進
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た
。

令
和
元
年
10
月
30
日
の
推
進
協
議
会
に
お
い

て
候
補
地
が
決
ま
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
決
定
し
た
の
か
。

　
　
　

平
成
29
年
10
月
、
ご
み
処
理
を
広
域

　
　
　

化
す
る
「
ご
み
処
理
施
設
建
設
計
画
」

が
基
本
合
意
さ
れ
、
平
成
30
年
２
月
に
11
市

町
で
構
成
す
る
「
峡
北
・
中
巨
摩
・
峡
南
地

域
ご
み
処
理
広
域
化
推
進
協
議
会
」
を
設
置

し
、
今
後
設
立
さ
れ
る
組
合
や
、
施
設
の
内

容
、
規
模
お
よ
び
建
設
地
な
ど
に
つ
い
て
協

議
を
行
っ
て
き
た
。
建
設
の
予
定
地
に
つ
い

て
は
、
各
市
町
か
ら
提
案
さ
れ
た
13
カ
所
を

一
次
評
価
と
し
て
、
土
地
状
況
・
安
全
性
・

利
便
性
な
ど
を
考
慮
し
て
８
カ
所
に
絞
り
込

み
、
二
次
評
価
で
法
律
や
条
例
の
規
則
、
文

化
財
の
有
無
、
災
害
危
険
区
域
な
ど
27
の
評

価
項
目
を
設
定
し
、
最
終
候
補
地
と
し
て
本

市
鏡
中
條
地
区
、
中
央
市
浅
利
地
区
・
大
田

和
地
区
の
３
カ
所
が
選
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

１
年
半
に
わ
た
る
協
議
会
に
お
い
て
、
中
央

市
浅
利
地
区
に
決
定
し
た
。

　
　
　

本
市
の
候
補
地
で
あ
る
鏡
中
條
地
区

　
　
　

は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
選
定
さ
れ

な
か
っ
た
の
か
。

　 戸栗 淳 議員
（躍進会）

討議の
焦 点

Ａ Q

ごみ処理施設の建設地が決まった経緯は？
◇各市町から提案された13カ所を評価し、１年半の協議の結果、
　中央市浅利地区に決定した。

本市の候補地鏡中條地区は、なぜ選定されなかったのか？
◇評価は最も高かったが、地域活性化施設の維持管理費の
　負担が大きく、外れることとなった。

山梨県ごみ処理広域化計画  広域化ブロック図

Ａ

Q

Ａ Q

Ａ Q
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改
修
、
保
守
を
す
る
か
を
具
体
的
に
示
し
た

も
の
で
適
正
で
あ
る
。

　
　
　

平
成
28
年
度
に
実
施
し
た
桃
源
文
化

　
　
　

会
館
改
修
検
討
調
査
業
務
委
託
は
、

平
成
28
年
度
の
当
初
予
算
書
の
事
業
名
が
基

本
設
計
策
定
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
事

態
に
な
っ
た
の
か
。

　
　
　

内
容
が
容
易
に
わ
か
る
よ
う
「
桃
源

　
　
　

文
化
会
館
改
修
検
討
調
査
業
務
」
と

具
体
的
な
名
称
に
し
た
。

　
　
　

建
築
設
計
に
お
け
る
諸
経
費
は
、
直

　
　
　

接
人
件
費
に
対
し
て
１
０
０
％
の
範

囲
内
で
加
算
で
き
る
規
定
に
あ
る
。

ま
た
、
技
術
料
等
経
費
に
つ
い
て
も

同
様
に
20
％
の
範
囲
内
に
あ
る
。
そ

こ
で
、
教
育
総
務
課
に
お
い
て
は
、

小
中
学
校
の
大
規
模
改
修
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
施
設
の
改
修

に
関
す
る
建
築
設
計
を
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
豊
小
は
諸
経
費
率
75
％
、

技
術
料
等
経
費
率
11
・
５
％
、
御
勅

使
中
は
諸
経
費
率
75
％
、
技
術
料
等

経
費
率
は
13
・
14
％
に
あ
る
。
他
の

小
中
学
校
も
同
様
に
勘
案
し
て
い

る
。
し
か
し
、
同
じ
教
育
委
員
会
の

生
涯
学
習
課
が
所
管
し
た
桃
源
文
化

会
館
改
修
工
事
に
関
す
る
調
査
お
よ

び
設
計
等
の
委
託
業
務
は
８
件
で

あ
る
が
、
１
件
が
諸
経
費
率
75
％
、

技
術
料
等
経
費
率
15
％
に
勘
案
さ
れ
て
い

る
。
他
の
７
件
の
随
意
契
約
で
実
施
し
た
業

務
委
託
に
お
い
て
は
、
一
律
、
上
限
率
の
諸

経
費
率
１
０
０
％
、
技
術
等
経
費
率
が
20
％

に
あ
る
。
何
を
根
拠
に
上
限
率
に
設
定
し
た

の
か
。

　
　
　

今
回
の
設
計
業
務
委
託
に
お
い
て
は

　
　
　

基
準
額
を
変
更
す
る
特
別
の
理
由
が

無
か
っ
た
の
で
、
標
準
額
を
採
用
し
た
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
に
つ
い
て

桃
源
文
化
会
館
の
改
修
工
事
に

伴
う
調
査
お
よ
び
建
築
設
計
等

　
　
　

平
成
27
年
に
実
施
し
た
桃
源
文
化
会

　
　
　

館
建
築
物
調
査
・
長
寿
命
化
計
画

作
成
業
務
委
託
に
要
し
た
業
務
委
託
料
は

２
千
１
８
５
万
円
に
あ
り
異
常
に
高
額
で
あ

る
。
内
訳
は
建
築
物
調
査
に
１
千
８
３
６
万

円
、
長
寿
命
化
計
画
作
成
に
３
４
９
万
円
の

状
況
に
あ
る
。
甲
府
市
や
笛
吹
市
の
学
校
施

設
の
長
寿
命
化
計
画
作
成
業
務
委
託
に
つ
い

て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
桃
源
文
化
会
館
と
同

様
に
建
築
基
準
法
第
12
条
の
建
築
物
調
査
も

含
ま
れ
て
い
る
。
甲
府
市
の
長
寿
命
化
計
画

は
、調
査
面
積
24
万
２
千
㎡
、
試
算
し
た
と
こ

ろ
２
千
６
百
万
円
ほ
ど
で
㎡
単
価
１
０
７
円

に
あ
る
。
同
様
に
笛
吹
市
は
９
万
３
１
１
㎡
、

総
額
１
千
５
２
２
万
円
で
㎡
単
価
１
６
８
円

で
あ
る
。
桃
源
文
化
会
館
に
お
け
る
施
設
の

長
寿
命
化
計
画
の
業
務
委
託
費
の
㎡
単
価
は

約
６
０
０
円
に
な
る
。
他
都
市
と
比
べ
て
㎡

単
価
が
４
０
０
円
ほ
ど
高
額
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
長
寿
命
化
計
画
作
成
は
、
総
額
で
は

２
３
５
万
円
ほ
ど
余
計
に
支
出
し
た
こ
と
に

な
る
が
適
切
と
考
え
る
の
か
。

　
　
　

平
成
27
年
に
発
注
し
た
「
桃
源
文
化

　
　
　

会
館
建
築
物
調
査
・
長
寿
命
化
計
画

作
成
業
務
」
は
、
改
修
工
事
完
了
後
の
30
年

間
を
快
適
に
使
用
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な

　 矢﨑 俊秀 議員
（未来創政の会）

討議の
焦 点

Ａ Q

Ａ Q

Ａ

Q

桃源文化会館について、建物調査および長寿命化計画が
他都市と比べて異常に高額になった原因は何か？
◇どのような改修、補修をするのかを具体的に示したもので高額ではない。
　改修工事完了後の 30 年間を快適に使用するため、どのような改修、保守
　をするかを具体的に示したもので適正である。

桃源文化会館
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持
っ
て
い
る
の
か
。
公
共
ト
イ
レ
の
課
題
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
の

か
。
関
係
部
署
だ
け
で
な
く
統
括
的
に
効
率

的
に
公
共
ト
イ
レ
を
見
直
す
た
め
に
「
ト
イ

レ
白
書
」
を
策
定
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

　
　
　

公
の
施
設
に
お
い
て
、
ト
イ
レ
は
必

　
　
　

要
不
可
欠
な
設
備
で
あ
る
。
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
求
め
ら
れ
る
規
模
や

機
能
を
満
た
し
た
清
潔
な
ト
イ
レ
の
設
置
が

望
ま
し
い
も
の
で
あ
り
、
費
用
面
に
つ
い
て

も
考
慮
し
用
途
に
応
じ
た
適
正
規
模
に
主
眼

を
置
い
て
、
設
置
す
る
。

　

衛
生
面
に
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
体
と
な
る
施
設
を
所
管
す
る
部
署
が
管

理
し
て
お
り
、
ト
イ
レ
に
限
定
し
た
白
書
の

策
定
は
予
定
し
て
な
い
が
、
公
共
施
設
再
配

置
の
一
環
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

■
関
連
し
た
そ
の
他
の
質
問
■

○
ト
イ
レ
の
設
置
要
件

○
ト
イ
レ
の
役
割

○
ト
イ
レ
に
関
す
る
法
律
認
識

○
各
部
局
の
共
通
認
識
の
必
要
性

○
白
根
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
ト
イ
レ
設
置

○
白
根
、
若
草
弓
道
場
ト
イ
レ
改
修

○
重
要
文
化
財
安
藤
家
ト
イ
レ
設
置

○
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖
の
ト
イ
レ
状
況

○
ト
イ
レ
調
査
お
よ
び
ト
イ
レ
マ
ッ
プ
作
成

○
ト
イ
レ
を
戦
略
と
し
て
活
用

■
関
連
し
た
そ
の
他
の
質
問
■

○
八
田
14
号
線
の
重
要
性

○
六
科
交
差
点
回
避
の
た
め
の
農
道
交
通
渋

　

滞
対
策
の
地
区
要
望
回
答
を

○
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は

○
白
根
４
号
線
と
６
号
線
交
差
点
改
良
の
進

　

捗
状
況

○
ビ
ッ
グ
ス
テ
ー
ジ
か
ら
巨
摩
中
ま
で
の
通

　

学
路
安
全
確
保

○
巨
摩
中
北
交
差
点
点
滅
信
号
設
置

○
巨
摩
中
正
門
前
横
断
歩
道
設
置

○
飯
野
小
北
県
道
横
断
歩
道
設
置

○
危
険
交
差
点
白
書
作
成

○
危
険
交
差
点
改
良
計
画
策
定

公
共
の
ト
イ
レ

ト
イ
レ
の
あ
る
所
に
人
は
集
ま
り
や
す
く

清
潔
な
ト
イ
レ
ほ
ど
集
ま
る
人
の
質
は
高
い

　
　
　

公
共
ト
イ
レ
の
利
用
は
不
特
定
多
数

　
　
　

が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
役
割
を
果
た

す
た
め
に
設
置
に
当
り
ど
の
よ
う
な
考
え
を

将
来
に
向
け
た

交
通
イ
ン
フ
ラ

５
年
後
を
見
据
え
て

　
　
　

５
年
後
を
見
通
す
と
産
業
振
興
、
生
活

　
　
　

環
境
、
観
光
振
興
の
た
め
の
幹
線
道

路
の
整
備
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。
ま
た

八
田
14
号
線
の
延
伸
は
。
さ
ら
に
通
学
路
を

含
む
危
険
交
差
点
改
良
は
喫
緊
の
課
題
だ
が
。

　
　
　

本
市
の
幹
線
道
路
の
整
備
は
、
本
市

　
　
　

の
振
興
策
に
つ
な
が
る
事
業
が
本
格

化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
重
要
な
施
策
で
あ

る
。
財
源
確
保
、
周
辺
の
土
地
利
用
の
状
況

を
踏
ま
え
、
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
見
直
し
の
中
で
、
県
と
の
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
最
大
限
の
効
果
が
図
ら
れ
る
よ
う

推
進
す
る
。

　

市
道
八
田
14
号
線
は
、
通
勤
時
の
渋
滞
緩

和
、
山
岳
観
光
の
道
路
と
し
て
重
要
な
路
線

で
あ
る
。
延
伸
の
事
業
費
は
か
な
り
高
額
に

な
る
の
で
、
地
域
要
望
も
あ
り
、
地
権
者
理

解
、
国
庫
補
助
、
県
支
援
策
等
に
つ
い
て
調

査
研
究
す
る
。

　

交
通
事
故
多
発
地
や
通
学
路
の
状
況
把
握

は
、現
場
を
確
認
し
検
討
し
て
い
る
。
特
に
、

通
学
道
路
の
安
全
対
策
は
、
学
校
、
自
治
会
、

通
学
路
交
通
安
全
対
策
会
議
よ
り
要
望
書
を

受
け
、
教
育
委
員
会
と
総
務
部
、
建
設
部
で

点
検
し
、
カ
ラ
ー
舗
装
、
区
画
線
に
よ
り
通

学
路
と
し
て
認
識
し
や
す
く
し
て
い
る
。

　 飯野 久 議員
（新政南アルプス）

討議の
焦 点

Ａ Q

Ａ

Q

幹線道路としての八田14号線の延長は考えているか？
◇重要性は認識しているので財源確保を検討し進めたい。

公共トイレの課題についての認識は？
◇必要な規模・機能の清潔なトイレを費用面も考慮し、整備・設置する。

八田14号線（御勅使南公園南側）
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●代表質問

　
　
　

備
蓄
品
に
つ
い
て
液
体
ミ
ル
ク
の
備

　
　
　

蓄
を
提
言
し
て
き
た
。
そ
の
後
の
液

体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
に
つ
い
て
の
考
え
、
ま
た
、

乳
児
の
液
体
ミ
ル
ク
備
蓄
購
入
へ
の
助
成
を

す
れ
ば
、
各
家
庭
で
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

が
で
き
、
無
駄
な
く
備
蓄
が
可
能
と
思
う
が
、

助
成
の
考
え
は
。

　
　
　

液
体
ミ
ル
ク
は
、
今
年
の
１
月
に
厚

　
　
　

生
労
働
省
で
国
内
業
者
の
製
造
が
承

認
さ
れ
、
今
春
か
ら
販
売
が
開
始
し
て
い
る
。

　

市
と
し
て
、
賞
味
期
限
が
短
い
こ
と
と
、

割
高
と
い
う
こ
と
で
の
費
用
対
効
果
を
考

え
、
現
在
、
協
定
を
締
結
し
て
い
る
薬
局
等

と
の
災
害
時
に
お
け
る
提
供
協
力
体
制
が
築

け
な
い
か
な
ど
、
調
査
研
究
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
へ
の
備
蓄
品
と
し
て
の
助

成
に
つ
い
て
は
、
他
の
備
蓄
品
と
の
兼
ね
合

い
を
含
め
、
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　

避
難
所
で
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方

　
　
　

へ
の
対
応
に
つ
い
て
、「
避
難
所
運

営
に
お
け
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
に
加
筆
す
る
考

え
は
。

　
　
　

市
で
作
成
し
た
「
避
難
所
運
営
に
お

　
　
　

け
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
は
、
避
難
所
運

営
の
参
考
で
あ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応

を
共
通
の
項
目
と
し
て
掲
載
で
き
る
か
検
討

し
て
い
く
。
先
ず
は
、
各
自
で
非
常
時
に
お

け
る
食
品
等
の
持
参
も
含
め
、
対
策
に
留
意

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

が
ん
対
策

　
　
　

第
３
次
健
康
増
進
計
画
を
策
定
す
る

　
　
　

が
、
が
ん
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
平
成
22
年
に
質
問
し
た
「
南

ア
ル
プ
ス
市
が
ん
対
策
推
進
条
例
」
の
策
定

が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
所
見
は
。　

　
　
　

現
在
、
保
健
・
医
療
の
関
係
団
体
の

　
　
　

代
表
者
で
協
議
を
重
ね
、
国
や
県
の

が
ん
対
策
推
進
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
、
現
行
計
画
を
一
歩
踏
み
込
ん
だ
形
で
、

が
ん
の
罹
患
者
や
死
亡
率
減
少
に
つ
な
が
る

計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

　

市
で
は
、
が
ん
対
策
推
進
条
例
を
制
定
す

る
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
反

映
し
、
第
３
次
健
康
増
進
計
画
に
、
が
ん
対

策
を
明
確
に
位
置
付
け
て
い
く
。

※
そ
の
他
に
、
防
災
対
策
で
５
項
目
、
が
ん
対 

　

策
で
２
項
目
の
質
問
を
行
っ
た
。　

 

防
災
対
策

　
　
　

地
区
防
災
計
画
を
作
る
地
域
を
市
内

　
　
　

で
何
地
区
が
必
要
と
考
え
る
の
か
。

今
後
の
地
域
と
連
携
を
取
っ
た
計
画
は
。

　
　
　

地
区
防
災
計
画
は
、
藤
田
地
区
に
お

　
　
　

い
て
策
定
し
て
お
り
、
本
年
度
は
櫛

形
西
地
区
が
策
定
を
進
め
て
い
る
。

　

地
区
防
災
計
画
は
、
地
区
に
よ
り
地
形
や

環
境
が
異
な
る
の
で
、
地
域
が
主
体
と
な
り
、

そ
の
地
区
に
あ
っ
た
計
画
を
、
そ
の
地
区
に

お
い
て
認
識
を
強
化
す
る
中
で
、
策
定
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
全
地
域
の
自
主
防
災

会
に
策
定
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
各
地
区

が
防
災
・
減
災
へ
の
認
識
を
高
め
、
策
定
を

促
し
、
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　

指
定
避
難
所
の
備
蓄
に
つ
い
て
学
校

　
　
　

等
に
備
蓄
倉
庫
の
設
置
を
訴
え
て
き

た
。
市
の
考
え
は
。

　
　
　

現
在
、
策
定
し
て
い
る
「
第
２
次
防

　
　
　

災
備
蓄
計
画
」
に
お
い
て
、
自
助
、

共
助
に
よ
る
備
蓄
を
促
進
し
て
い
く
中
で
、

ま
ず
は
、
指
定
避
難
所
と
し
て
い
る
小
中
学

校
な
ど
の
施
設
に
、
令
和
２
年
度
か
ら
５
年

計
画
で
、
備
蓄
品
を
整
備
す
る
こ
と
を
盛
り

込
ん
で
検
討
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
最
終
的
な
整
備
内
容
に
つ
い
て
、

関
係
部
署
と
協
議
し
て
い
く
。

　 河野 木綿子 議員
（公明党）

討議の
焦 点

Ａ Q

今後の地区防災計画は？
◇地域を主体に全地域に策定を呼びかける。

学校等の備蓄倉庫設置の考えは？
◇令和２年度から５年計画で小中学校 21カ所に整備する。

がん対策における「がん対策推進条例」の策定は？
◇第３次健康増進計画にがん対策を明確に位置付けて
　策定をする。

災害用備蓄として期待される液体ミルク

Ａ Q

Ａ Q

Ａ QＡ Q
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　 松野 昇平 議員
（日本共産党南アルプス市議団）

討議の
焦 点

　
　
　

福
祉
部
門
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
商
工

　
　
　

会
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
窓

口
と
も
連
携
を
し
な
が
ら
、
就
労
全
般
に
関

わ
る
積
極
的
な
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
「
福
祉
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
南
ア
ル
プ

　
　
　

ス
」
に
つ
い
て
、
市
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
「
福
祉
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
南
ア
ル
プ

　
　
　

ス
」
は
、
本
年
か
ら
、
本
庁
新
館
フ

ロ
ア
内
に
開
設
し
、
生
活
困
窮
者
、
障
が
い

者
、
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
福
祉
的
支
援
が
必

要
な
方
に
、
市
の
生
活
支
援
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
就
労
支
援
を
一
体
的
に
実
施
し
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

生
活
相
談
で
就
労
支
援
が
必
要
な
場
合

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご
案
内
し
、
状
況
に

応
じ
て
市
の
職
員
も
同
席
す
る
な
ど
の
相
談

体
制
を
と
っ
て
い
る
。
よ
り
顔
と
顔
が
見
え

る
位
置
で
話
が
で
き
る
状
況
を
い
か
し
、
就

労
支
援
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
て

い
く
。

保
育
所
の
入
所
対
策
の
向
上

　
　
　

市
の
後
期
基
本
計
画
成
果
指
標
・
目

　
　
　

標
値
（
案
）
で
は
、「
希
望
の
保
育

所
に
入
所
で
き
な
か
っ
た
児
童
数
」
と
し
て

40
人
と
い
う
数
字
を
あ
げ
、
そ
の
解
消
に
臨

む
と
し
て
い
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

本
市
に
お
い
て
も
社
会
進
出
し
、
活

　
　
　

躍
す
る
母
親
が
増
加
傾
向
と
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
世
代
へ
の
就
労
と
子
育
て

の
両
立
に
向
け
た
支
援
は
、
本
市
子
育
て
支

援
施
策
の
推
進
に
係
る
重
要
な
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

今
年
度
、
第
３
希
望
ま
で
入
れ
な
か
っ
た

子
ど
も
が
40
人
い
た
。
数
値
を
し
っ
か
り
と

把
握
す
る
中
で
施
策
の
前
進
と
課
題
の
解
消

に
努
め
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
掲

げ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

保
育
士
確
保
へ
の
具
体
的
な
取
り
組

　
　
　

み
は
。

　
　
　

入
所
対
策
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組

　
　
　

み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
保
育
士
の
確

保
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

保
育
士
確
保
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
の
正

保
育
士
の
採
用
状
況
と
し
て
、
３
名
の
採
用

を
予
定
し
て
い
る
。
１
名
の
減
員
予
定
が
あ

る
の
で
、
２
名
の
増
員
予
定
と
な
る
。

　

こ
れ
は
、
職
員
の
削
減
目
標
値
だ
け
に
目

を
向
け
る
の
で
な
く
、
現
在
の
保
育
所
の
勤

務
実
態
と
あ
わ
せ
、
今
後
の
保
育
需
要
の
動

向
や
、
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
考
慮
し
た
上

で
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

入
所
対
策
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
子
ど
も

た
ち
が
適
切
な
環
境
で
、
心
身
が
健
全
に
発

達
で
き
る
よ
う
、
保
育
所
運
営
の
本
来
の
目

的
に
向
け
、
一
歩
ず
つ
着
実
に
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

就
労
支
援

　
　
　
市
内
の
就
労
環
境
の
向
上
に
つ
い
て

　
　
　

市
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

本
市
独
自
で
展
開
し
て
い
る
就
労
支

　
　
　

援
の
主
な
取
り
組
み
は
、
山
日
Ｙ
Ｂ

Ｓ
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
へ
の
参
加
、
南
ア
ル
プ

ス
市
雇
用
創
出
奨
励
金
制
度
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
就
職
フ
ェ
ア
の
開
催
の
３
つ
で
あ
る
。
今

後
は
、
就
労
に
対
す
る
支
援
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
捉
え
、
多
様
な
対
策
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　

就
労
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
悩
む
介
護
職

　
　
　
へ
の
就
労
支
援
は
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ Q

Ａ Ａ

Q

Ａ Q

市内の就労環境を向上させるための対策は？
◇就労ニーズは的確に捉えていく。福祉分野はさらなる充実を目指す。

保育所の入所対策向上への取り組みは？
◇数値を掲げたのは、対策を前進させるため。正保育士採用枠は拡大。

Ａ Q

Q

福祉しごとサポート
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●一般質問

な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　

遊
休
農
地
等
が
耕
作
で
き
る
状
況
ま
で

　
　
　

に
は
農
地
整
備
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
支
援
を
行
う
考
え
は
。

　
　
　

市
単
独
事
業
と
し
て
遊
休
農
地
等
流
動

　
　
　

化
奨
励
補
助
金
を
貸
し
手
お
よ
び
借
り

手
の
双
方
に
交
付
し
、
遊
休
農
地
の
解
消
に
取

り
組
み
、
農
業
者
を
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、

県
の
事
業
で
あ
る
機
構
借
受
整
備
工
事
に
よ

り
、
遊
休
農
地
を
整
備
し
て
か
ら
借
受
希
望
者

に
引
き
渡
し
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
現
在

あ
る
支
援
事
業
を
市
民
に
広
く
周
知
し
、
農
業

に
取
り
組
む
担
い
手
を
確
保
す
る
中
で
、
遊
休

農
地
と
荒
廃
農
地
の
解
消
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

近
年
、
遊
休
農
地
・
荒
廃
農
地
は
中
山

　
　
　

間
地
に
と
ど
ま
ら
ず
、
平
野
部
に
お
い

て
も
荒
廃
化
が
目
立
ち
始
め
、
増
加
は
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
す
で
に
遊
休
農

地
等
は
調
査
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
所
有

者
と
管
理
状
況
の
協
議
は
さ
れ
て
い
る
か
。　

　
　
　

農
業
委
員
会
で
は
農
地
利
用
状
況
調
査

　
　
　

を
実
施
し
て
い
る
が
、
調
査
後
の
管
理

方
法
に
つ
い
て
は
特
段
の
協
議
は
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
調
査
結
果
に
よ
り
遊
休
農
地
の

所
有
者
に
対
し
、
賃
貸
借
や
売
買
希
望
な
ど
今

後
の
利
用
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
規
模

拡
大
を
希
望
す
る
農
業
者
や
新
規
就
農
者
に
農

地
情
報
と
し
て
提
供
し
、
遊
休
農
地
解
消
に
つ

遊休農地・荒廃農地の
対応策

野中 國幹 議員
（躍進会）

　
　
　

平
成
31
年
４
月
か
ら
、
児
童
館
に
は
一

　
　
　

度
帰
宅
し
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
置
い
て
か

ら
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
以
来
、
児
童
館
の
利

用
者
は
減
っ
て
い
る
。
他
市
町
村
で
は
、
児
童

館
の
ラ
ン
ド
セ
ル
来
館
の
制
度
も
あ
る
。
学
校

帰
り
の
居
場
所
が
何
通
り
か
あ
る
に
越
し
た
こ

と
は
な
い
。
児
童
館
の
ラ
ン
ド
セ
ル
来
館
の
制

度
の
構
築
は
。

　
　
　

本
市
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
整
備

　
　
　

し
、
受
け
入
れ
も
整
っ
た
事
、
ま
た
、

保
護
者
に
居
場
所
を
明
確
に
す
る
た
め
、
児
童

館
に
は
、「
一
度
帰
宅
し
て
か
ら
来
館
」
と
い
う

本
来
の
形
に
戻
し
た
が
、
状
況
に
応
じ
て
、
ラ

ン
ド
セ
ル
来
館
受
け
入
れ
対
応
を
し
て
い
る
。

中込 恵子 議員
（新生かがやき）

南アルプス市における
市立児童館のあり方

質問の
主 題

質問の
主 題

周
知
が
行
き
届
か
な
い
点
も
あ
っ
た
。
遊
び
や

文
化
活
動
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
促

す
児
童
館
は
、
自
由
来
館
で
対
応
し
て
い
る
。

利
用
方
法
に
つ
い
て
、
今
後
と
も
保
護
者
の
皆

様
に
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

　
　
　

児
童
館
で
子
ど
も
連
れ
の
お
母
さ
ん
達

　
　
　

か
ら
、
児
童
館
の
開
館
時
間
を
、
現
行

の
10
時
よ
り
早
く
、
ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
を
希
望
す
る
意
見
等
が
あ
っ
た
が
、
市
の
考

え
は
。

　
　
　

児
童
館
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
要
望

　
　
　

や
課
題
な
ど
を
協
議
し
た
結
果
、
全
て

の
児
童
館
で
開
館
時
間
を
９
時
か
ら
、
閉
館
時

間
は
、
19
時
、
ま
た
は
18
時
に
改
正
す
る
例
規

Ａ Q Ａ Q

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
南
伊
奈
ヶ
湖
の
取
入
口
の
整
備

〇
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

手入れが行き届かず荒廃した農地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
来
年
度
に
は
、

保
育
所
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
整
備
に
引
き
続
き
、

鋭
意
計
画
的
に
進
め
る
。

青少年児童センター「南風」

Ａ QＡ Q
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

　
　
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
た
め
、

　
　
　

市
職
員
の
地
区
担
当
制
が
必
要
と
思
う

が
市
の
考
え
は
。

　
　
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
衰
退
を
克
服
す
る

　
　
　

た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
一
部
の
自

治
体
で
検
討
、
実
施
さ
れ
て
き
た
制
度
で
あ
る
。

市
内
で
も
一
時
的
に
支
援
す
る
場
面
も
あ
っ
た

が
、
自
治
会
活
動
能
力
の
低
下
を
招
き
か
ね
な

い
と
の
見
解
も
あ
る
。
今
後
調
査
研
究
を
す
る
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
誘
致
企
業
に
よ
り
直
売
所
・
レ
ス
ト
ラ
ン
が

　

継
続
で
き
な
い
場
合
は
新
規
建
設
を

○
冬
季
の
直
売
所
販
売
物
確
保
の
た
め
簡
易
ハ

　

ウ
ス
の
設
置
促
進
を

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
南
ア
ル
プ
ス
市
健
康
リ
ー
グ
「
健
康
わ
く
わ

　

く
ウ
ォ
ー
ク
」
事
業

化
の
た
め
市
が
関
わ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

市
の
考
え
は
。

　
　
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
自
治
会
・
町
内

　
　
　

会
・
婦
人
会
・
子
供
会
な
ど
が
主
な
担

い
手
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
代
で
は
社

会
構
造
の
変
化
や
核
家
族
化
の
進
展
に
よ
り
地

域
と
の
関
り
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
各
種
団
体

の
活
動
停
止
も
散
見
さ
れ
る
が
、
一
方
長
期
に

停
止
さ
れ
た
「
お
神
輿
」
が
復
活
さ
れ
た
等
、

嬉
し
い
お
話
も
伺
っ
て
い
る
。
市
で
は
地
域
活

動
の
財
政
的
支
援
と
し
自
治
会
活
動
交
付
金
を

支
給
し
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
強
化
た
め
の
行
事
再
開
に
向
け
て
活
用
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
る
。

　
　
　

直
売
所
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
建
物
の
再
利

　
　
　

用
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
募

集
す
る
の
か
。

　
　
　

旧
完
熟
農
園
の
直
売
所
・
レ
ス
ト
ラ
ン

　
　
　

は
、運
営
会
社
南
ア
ル
プ
ス
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
の
資
産
で
あ
り
清
算
を
待
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　

従
っ
て
、
破
産
管
財
人
か
ら
企
業
が
買
い
取

る
こ
と
を
条
件
に
募
集
す
る
予
定
で
、
再
利
用

に
つ
い
て
は
、
企
業
の
事
業
計
画
に
よ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化

　
　
　

各
地
区
自
治
会
の
各
種
団
体
の
活
動
が

　
　
　

停
止
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性

新産業拠点整備

花輪 幸長 議員
（躍進会）

　
　
　

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
は
健
康
効
果
が
、
植

　
　
　

物
油
脂
の
中
で
最
も
優
れ
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
鳥
獣
害
の
被
害
も
な
く
、
荒
廃
農

地
や
遊
休
農
地
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
オ
リ
ー

ブ
の
栽
培
を
、
奨
励
品
種
と
し
て
位
置
付
け
て

い
く
考
え
は
。

　
　
　

本
市
に
お
い
て
、
す
で
に
十
数
名
が
オ

　
　
　

リ
ー
ブ
を
植
え
つ
け
て
お
り
、
そ
の
中

に
は
本
市
の
地
形
や
日
照
、
寒
暖
差
の
あ
る
気

候
に
着
目
し
、
県
外
か
ら
移
住
し
産
地
と
し
て

の
品
種
等
研
究
を
重
ね
、
栽
培
面
積
の
拡
大
に

努
め
て
い
る
者
も
い
る
。

　

県
の
事
業
で
あ
る
「
温
暖
化
に
適
応
し
た
オ

リ
ー
ブ
の
産
地
化
支
援
」
の
一
つ
の
事
業
で
あ

北村 千代子 議員
（躍進会）

農業振興策としての
オリーブ栽培

質問の
主 題

質問の
主 題

る
「
果
樹
産
地
化
支
援
事
業
」
の
補
助
交
付
先

に
本
市
が
選
定
さ
れ
て
お
り
、
県
に
お
い
て
も

本
市
の
オ
リ
ー
ブ
栽
培
に
対
す
る
期
待
の
高
さ

が
う
か
が
え
る
。
今
回
の
県
事
業
に
よ
る
支
援

を
活
用
す
る
中
で
本
市
に
お
け
る
栽
培
面
積
と

栽
培
者
が
今
以
上
に
増
加
し
、
奨
励
品
種
と
し

て
今
後
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば

と
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
に
加
工
す
る
搾
油
機
・

　
　
　

施
設
整
備
の
助
成
は
。

　
　
　

今
後
、
オ
リ
ー
ブ
の
収
穫
が
増
え
、
団

　
　
　

体
等
が
搾
油
機
を
購
入
し
、
設
置
場
所

と
し
て
搾
油
時
期
の
み
市
内
の
既
存
加
工
施
設

の
提
供
、
協
力
等
が
可
能
か
検
討
し
て
い
く
。

Ａ Q Ａ

Ａ Q

Ａ

Q

Q

オリーブの木

Q

Ａ
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備
事
業
を
進
め
て
い
く
。

地
域
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス

（
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
）

　
　
　

地
方
創
生
の
切
り
札
と
言
わ
れ
る
「
地
域

　
　
　

Ｂ
Ｗ
Ａ
」
の
活
用
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

本
市
に
お
け
る
「
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
」
の
活

　
　
　

用
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
全
国
の
導
入

事
例
や
、
専
門
業
者
か
ら
情
報
を
得
る
中
で
、

調
査
、
研
究
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　
　
　
「
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
」
を
地
域
活
性
化
に
ど
の

　
　
　

よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

　
　
　

自
治
体
に
お
け
る
活
用
は
、
行
政
情
報 

　
　
　

の
発
信
、
防
災
対
策
の
強
化
、
観
光
施

策
の
推
進
、
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
ほ
か
、

　
　
　

平
成
30
年
５
月
25
日
に
新
た
な
法
律
で

　
　
　

あ
る
「
森
林
経
営
管
理
法
」
が
可
決
、

成
立
し
、
平
成
31
年
４
月
１
日
に
「
森
林
経
営

管
理
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
市
長
は
手
入

れ
が
行
き
届
い
て
い
な
い
、
民
有
林
を
中
心
に

意
向
調
査
対
象
区
域
を
設
定
し
た
う
え
で
、
森

林
所
有
者
の
経
営
管
理
に
関
す
る
意
向
を
調
査

し
、
林
地
台
帳
を
整
備
す
る
と
あ
る
が
、
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　

現
在
、
こ
の
意
向
調
査
の
事
前
準
備
と

　
　
　

し
て
、
民
有
林
所
有
者
の
抽
出
を
林
地

台
帳
の
デ
ー
タ
に
よ
り
進
め
て
お
り
、
令
和
２

年
度
以
降
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
森
林
環
境
譲

与
税
を
原
資
と
す
る
基
金
を
活
用
し
、
森
林
整

森林経営管理法

清水 重仁 議員
（新政南アルプス）

　
　
　

台
風
19
号
へ
の
対
応
内
容
に
つ
い
て
、

　
　
　

反
省
点
は
あ
っ
た
か
。

　
　
　

多
く
の
反
省
点
が
あ
っ
た
。
対
策
班
毎

　
　
　

に
課
題
を
取
り
ま
と
め
て
、
10
月
16
日

に
は
、
そ
れ
ら
の
課
題
を
取
り
込
ん
だ
災
害
対

策
本
部
活
動
訓
練
を
副
市
長
が
本
部
長
と
な
り

実
施
し
た
。

　
　
　

私
は
、
当
日
、
５
カ
所
の
避
難
所
を
巡

　
　
　

回
し
、
支
給
さ
れ
て
い
た
５
台
の
発
電

機
の
内
４
台
が
作
動
し
な
い
、
充
電
式
灯
光
器

の
充
電
器
が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
、
職
員
が
防

災
資
機
材
の
取
扱
い
を
知
ら
な
い
な
ど
の
実

態
を
確
認
し
た
。
市
の
危
機
管
理
意
識
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

櫻田 力 議員
（未来創政の会）

災害発生に対する
危機管理体制

質問の
主 題

質問の
主 題

　
　
　

今
後
は
、
定
期
的
に
点
検
し
整
備
に
努

　
　
　

め
る
。
ま
た
、
職
員
が
点
検
等
に
立
ち

会
う
な
ど
し
て
、
適
切
に
作
動
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
く
。

　
　
　

第
２
次
備
蓄
計
画
は
策
定
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　

策
定
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
そ
の
内
容
は
。

Ａ Q Ａ Q

さ
ら
に
活
用
の
範
囲
は
拡
大
し
て
い
く
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け

た
活
用
策
も
含
め
、
今
後
、
さ
ら
に
調
査
研
究

を
進
め
る
中
で
、
導
入
に
つ
い
て
判
断
し
て
い

く
。

●一般質問

　
　
　

令
和
２
年
度
か
ら
の
５
年
計
画
で
、
市

　
　
　

内
21
の
小
中
学
校
に
防
災
備
蓄
倉
庫
を

順
次
整
備
し
備
蓄
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

　
　
　

市
内
す
べ
て
の
自
主
防
災
会
に
防
災

　
　
　

リ
ー
ダ
ー
を
配
置
し
、
自
主
防
災
会
内

で
の
立
ち
位
置
を
明
確
に
し
て
、
各
種
訓
練
、

備
蓄
品
管
理
、
地
区
防
災
計
画
の
策
定
、
な
ど

の
指
導
者
と
し
て
活
動
で
き
る
体
制
を
構
築
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

ご
指
摘
の
通
り
、
指
導
役
と
し
て
活
動

　
　
　

す
る
環
境
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
市
行
政
の
政
策
推
進
と
行
政
改
革
に
つ
い
て

避難所用発電機

Ａ

Q

Ａ

Q

Ａ Q

Ａ QＡ Q

●
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
と
は
…

　

超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
で
地
域
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
、

デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
（
条
件
不
利
地
域
）
の
解
消
、
公

共
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
電
気
通

信
業
務
用
の
無
線
シ
ス
テ
ム
で
す
。

【
主
な
例
】
地
域
の
暮
ら
し
・
防
災
情
報
の
配
信
、
児
童
・

　

高
齢
者
見
守
り
、学
校
の
ネ
ッ
ト
利
用
、
交
通
機
関
の

　

運
行
情
報
、商
店
街
監
視
カ
メ
ラ
な
ど
の
映
像
伝
送
、

　

条
件
不
利
地
域
の
解
消  

な
ど



内
水
氾
濫
に
備
え
て

　
　
　

近
年
、
雨
の
降
り
方
も
激
し
く
な
っ
て

　
　
　

豪
雨
は
珍
し
く
な
く
、
道
路
が
川
と
化

し
て
、
側
溝
で
飲
み
込
め
な
い
状
況
が
著
し
い

箇
所
が
確
認
で
き
る
。
市
民
や
地
域
の
安
全
・

安
心
の
観
点
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
改
善
の
必
要

性
を
強
く
感
じ
る
が
市
の
所
見
は
。

　
　
　

今
後
の
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
は
、
既
存

　
　
　

の
水
路
の
流
下
能
力
を
超
え
た
降
雨
量

が
想
定
さ
れ
る
。
市
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な

現
状
を
踏
ま
え
、
地
域
の
状
況
を
把
握
し
な
が

ら
、
で
き
る
限
り
改
善
に
努
め
て
い
く
。
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は
、
今
後
と
も
継
続
し
て
い
く
。

　

新
た
に
送
信
ス
ポ
ッ
ト
を
増
設
し
た
り
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
り
、
楽

し
く
取
り
組
め
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
の
作
成

　
　
　

と
公
園
や
道
路
な
ど
の
環
境
整
備
に
つ

い
て
要
望
す
る
が
、
市
の
所
見
は
。

　
　
　

健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
櫛
形
総
合

　
　
　

公
園
や
市
民
プ
ー
ル
の
利
用
を
検
討
し

て
い
る
。
市
内
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
関
連
し

た
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
あ
る
の
で
統
一
的
な
周
知

を
考
え
て
い
く
。公
園
や
道
路
の
環
境
整
備
は
、

関
係
部
局
と
協
議
の
も
と
、
計
画
的
に
進
め
て

い
く
。

健康増進施策

村松 三千雄 議員
（新政南アルプス）

三木 充 議員
（新政南アルプス）

避難所の開設

質問の
主 題

質問の
主 題

く
り
に
効
果
の
あ
る
事
業
を
企
画
し
て
い
く
。

　
　
　
「
健
康
わ
く
わ
く
ウ
ォ
ー
ク
」
の
定
着

　
　
　

化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用
に
よ
り
、
多
く
の
市
民

が
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
要
望
す
る

が
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　

ウ
ォ
ー
キ

　
　
　

キ
ン
グ
は   

フ
レ
イ
ル
や
生
活

習
慣
病
予
防
な
ど

に
効
果
が
あ
る
と

実
証
さ
れ
て
い
る

の
で
、「
健
康
わ
く

わ
く
ウ
ォ
ー
ク
」

　
　
　　
「
幸
せ
実
感
！
健
康
リ
ー
グ
」
が
ス
タ
ー

　
　
　

ト
し
、
３
年
目
を
迎
え
た
が
事
業
の
現

状
と
今
後
の
進
め
方
は
。

　
　
　

ス
マ
ー
ト
・
ウ
エ
ル
ネ
ス
・
シ
テ
ィ
加

　
　
　

盟
か
ら
３
年
が
経
過
し
、
こ
の
間
、
医

師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
、
Ｊ
Ａ
南
ア

ル
プ
ス
市
、
商
工
会
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
健

康
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
市
民
の

健
康
意
識
向
上
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し
て
き

た
。

　

本
年
度
は
、「
健
康
わ
く
わ
く
ウ
ォ
ー
ク
」

を
企
画
し
、
市
民
５
８
４
名
が
デ
ー
タ
管
理
を

し
な
が
ら
参
加
し
て
い
る
。

　

今
後
も
事
業
効
果
を
検
証
し
、
よ
り
健
康
づ

　
　
　

　
　
　

先
の
台
風
19
号
の
折
、
若
草
地
区
に
お

　
　
　

い
て
は
、
若
草
中
学
校
と
若
草
小
学
校

が
避
難
所
と
し
て
開
設
さ
れ
、
藤
田
区
・
浅
原

区
を
中
心
に
多
く
の
住
民
の
方
々
が
避
難
し

た
。
そ
ん
な
中
、
鏡
中
條
の
上
・
下
両
区
自
治

会
役
員
は
よ
り
身
近
な
避
難
所
と
し
て
、
近
く

の
指
定
避
難
所
で
あ
る
鏡
中
條
小
学
校
跡
地
の

体
育
館
を
避
難
所
と
し
て
開
設
し
た
い
旨
を
申

し
出
た
が
、
開
設
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
市
の

判
断
は
。

　
　
　

台
風
19
号
接
近
に
際
し
、
若
草
地
区
に 

　
　
　

つ
い
て
は
、
相
当
の
降
雨
量
も
予
想
さ

れ
た
の
で
、
浸
水
想
定
区
域
か
ら
離
れ
た
若
草

中
学
校
体
育
館
、
次
い
で
、
若
草
小
学
校
体
育

館
に
避
難
所
を
開
設
し
た
。

　

今
回
の
申
し
出
に
対
し
て
は
、
地
区
の
自

主
防
災
会
が

主
体
と
な
り

一
次
避
難
所

と
し
て
鏡
中

條
体
育
館
を

開
設
す
る
こ

と
に
は
、
問

題
な
い
旨
の

回
答
を
し
た

が
開
設
に
は

至
ら
な
か
っ

た
。

Ａ Q Ａ

Q

Q

歩数データ送信端末

Ａ Q

Ａ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

指定避難所である鏡中條体育館

Ａ Q



と
学
校
を
含
め
た
連
携
は
。

　
　
　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
つ
い
て
は

　
　
　

県
か
ら
市
内
７
つ
の
中
学
校
と
８
つ
の

小
学
校
に
配
置
さ
れ
、
昨
年
度
の
相
談
件
数
は
、

児
童
生
徒
、
保
護
者
だ
け
で
約
１
，
３
０
０
件

あ
っ
た
。

　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て

は
、
学
校
の
要
請
に
よ
り
、
県
の
教
育
事
務
所

か
ら
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
こ
れ
ま
で

に
、
市
内
の
10
校
で
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
い

る
。

　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
は
、
家

庭
へ
の
支
援
等
、
学
校
だ
け
で
は
対
応
が
難
し

い
案
件
に
つ
い
て
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
　

台
風
19
号
が
最
接
近
し
た
10
月
12
日
、

　
　
　

本
市
で
は
市
内
全
域
に
避
難
勧
告
が

発
令
さ
れ
た
が
、
そ
の
情
報
が
伝
達
手
段
に

よ
っ
て
は
数
時
間

遅
れ
て
配
信
さ
れ

る
な
ど
の
問
題
点

が
見
ら
れ
た
。
こ

れ
を
ど
う
総
括
し
、

改
善
す
る
考
え
か
。

　
　
　

今
回
の
発

　
　
　

令
情
報
に

つ
い
て
は
、
本
市

に
と
っ
て
初
め
て

の
大
雨
特
別
警
報

─ 19 ─

台風19号の教訓を
活かした防災対策

名取 泰 議員
（日本共産党南アルプス市議団）

小池 伸吾 議員
（公明党）

小中学校における
相談体制の強化・充実

質問の
主 題

質問の
主 題

発
令
で
、
急
き
ょ
避
難
所
の
増
設
な
ど
に
追

わ
れ
、
シ
ス
テ
ム
へ
の
入
力
が
遅
れ
た
。

　

今
後
は
気
象
庁
や
県
な
ど
と
連
携
を
よ
り

迅
速
に
図
り
、
発
令
判
断
の
基
準
を
共
有
す

る
と
と
も
に
、
早
急
に
情
報
が
伝
達
さ
れ
る

よ
う
協
議
し
た
い
。
反
省
す
べ
き
点
が
多
く

あ
っ
た
の
で
し
っ
か
り
と
振
り
返
り
、
検
証

し
て
今
後
の
災
害
対
応
に
活
か
し
た
い
。

街
路
樹
の
管
理
に
つ
い
て

　
　
　

街
路
樹
は
景
観
上
大
事
で
は
あ
る
が
、

　
　
　

落
ち
葉
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
や
ム

ク
ド
リ
の
被
害
、
根
に
よ
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の

割
れ
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
市
の
対

策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

本
市
に
お
け
る
不
登
校
の
実
態
と
市
の

　
　
　

対
応
は
。

　
　
　

平
成
30
年
度
に
お
け
る
30
日
以
上
の
欠

　
　
　

席
者
数
は
、
小
学
校
26
名
、
中
学
校
71

名
、
合
計
97
名
と
な
っ
て
い
る
。
過
去
10
年
間

は
、
80
名
か
ら
１
０
０
名
の
間
で
推
移
し
て
い

る
。全
体
と
し
て
、な
か
な
か
減
少
し
な
い
の
が
、

現
状
と
言
え
る
。

　

市
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
未
然
防
止
と
早

期
対
応
の
２
つ
の
側
面
で
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
「
あ
る
ぷ
す
教
室
ウ
ィ
ン

グ
」
と
い
う
適
応
指
導
教
室
を
設
置
し
て
お
り
、

不
登
校
の
生
徒
が
再
登
校
を
目
指
し
て
通
級
し

て
い
る
。昨
年
度
は
10
名
ほ
ど
の
利
用
者
が
あ
っ

た
。

　

今
後
も
、
取
り
組
み
の
成
果
を
検
証
し
、
改

善
を
進
め
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
、
ス
ク
ー

　
　
　

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
状
況

Ａ Q Ａ Q

Ａ

Q

●一般質問

　
　
　

落
ち
葉
に
つ
い
て
は
委
託
業
者
に
よ  

　
　
　

る
清
掃
、
沿
線
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
、
清
掃
活
動
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
対
策
で
は
パ
ト

ロ
ー
ル
し
、
産
卵
直
後
の
葉
の
剪
定
と
、
大
量

発
生
時
に
は
消
毒
防
除
を
し
て
い
る
。
ム
ク
ド

リ
対
策
で
は
、
本
年
度
は
夏
期
に
強
剪
定
を
お

こ
な
っ
た
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
ひ
び
割
れ
は
修

繕
要
望
や
職
員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
基
に
、
危
険

個
所
の
修
繕
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
公
共
施
設
白
書
の
問
題
点
に
つ
い
て

○
公
民
館
条
例
に
つ
い
て

Ａ

Q

あるぷす教室ウィング
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●躍進会
●会派のメンバー　代表：野中 國幹　　　　　　　
　          　　　　　　　北村 千代子、花輪 幸長、
   　　　　　　　 　　　戸栗 淳　

【視察先】大阪府池田市  

【視察日】令和元年 11 月５日（火）

【視察の内容】小中一貫教育について

　大阪府池田市では「教育は日本一」を目指し、平成
26 年度から５つの学園区に分け、小中一貫教育を始め
た。それぞれの学園で目標を掲げている。成果として、
子どもたちは中学校に上がった時、先生や他校の生徒
を知っていることで、スムーズに中学校生活がスター
トできた。先生にとっては児童、生徒の生活背景など
の情報交換がスムーズ
になり、対応が早く、
働 き 方 改 革 に も な っ
た。池田市では ICT 教
育としてプログラミン
グ学習の促進、電子黒
板とタブレットを整備
している。

【総　括】
　池田市では小中一貫教育の取り組みを始めてまだ６
年である。本市においてもよい手本になると感じた。

【視察先】香川県小豆島町　（株）井上誠耕園  

【視察日】令和元年 11 月６日（水）

【視察の内容】オリーブ栽培について

・1940 年創業、年商 73 億円

・栽培について、自然受粉、摘果なし、剪定年１回、 

　消毒年２～３回、弱アルカリ性土壌、有機栽培を主

　流に化学肥料も必要、気温マイナスが 10日位続く　

　と冷害、主な作業は手摘み。

【総　括】
　栽培について、他の果

樹に比べ労力は少なく、

気候について本市にお

いて心配なく、適地と

判断した。産地化にな

るよう勧めていきたい。

□□□□□□政 務 活 動 報 告

●公明党
●会派のメンバー　代表：河野 木綿子
　　　　　　　　　　　 齊藤 博明、小池 伸吾
　

【視察先】和歌山県田辺市

【視察日】令和元年 11 月 12 日（火）

【視察の内容】

「たなべ未来創造塾の取り組み」について

　地域の人材を発掘し、さらに、「たなべ未来創造塾」
において学び、また、いろんな人との連携が生まれ、
全てが連鎖することにより、田辺市の地域課題や自分
の課題に対し、それらを解決するための接点を見出し、
自分の強みや、地域の強み（地域資源）を活用しなが
ら、新たな価値を創造する。それがビジネスや地域の
活性化につながる。こうした考えの中、取り組みを行
い、現在、塾生は 4 期生にまで発展している。

【総　括】
　塾生たち（OB を含む）のつながりのすごさを感じ
ました。たとえば、あるものを作りたいが、私には作
れない。でも、あの人とあの人を組み合わせれば作れ
るよね。というようなネットワークが形成されている。
何よりメンバーが生き生きと活動する様が印象的でし
た。

【その他の視察】
○視  察  先　和歌山県みなべ町
　視  察  日　令和元年 11 月 13 日（水）
　視察目的　世界農業遺産「みなべ・田辺の梅システ
　　　　　　ム」について

池田市役所にて

オリーブ農園のようす

田辺市議場にて

起業した塾生の現場視察
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●●●●議  会  活  動

厚生年金加入全国大会
　11月14日に東京都のホテルグランドアーク半蔵門にて厚生年金

への地方議会議員の加入を求める全国大会に、齊藤博明議長が出席

しました。

　地方議員年金制度が廃止されてから厚生年金への議員の加入を求

め続けており、地方議会における多様な人材の確保等の観点から早

期に実現することを目的に開催されました。

第14回全国市議会議長会 研究フォーラムに参加して

全国市議会議長会評議員会
　11 月６日に東京都の都市センターホテルにて全国市議会議長

会第 107 回評議員会が開催され、齊藤博明議長が出席しました。

　国へ要望する「多様な人材の市議会への参画促進」や「地域医

療の確保」などに関する決議案が決定されました。その他、決算

の認定や来年度予算の見通しなどについて協議されました。

 ■請願に伴う委員会提案の意見書
●リニア中央新幹線の騒音の低減に関する意見書
　山梨リニア沿線住民の会からの請願を本会議にて採択し山梨県知事に意見書を提出しました。
【内容】
　リニアの高速走行による騒音の環境基準は、住居区域は70デシベル以下、商工業地域は 75デシベル以下と設定され
ているが、70デシベルとは掃除機・目覚まし時計の騒音程度とされており、この基準では、沿線住民は通常の生活を維
持することはできず、子どもの教育や療養に支障をきたし、健康障害にも影響を与えるので、沿線住民の生活と健康な
どを守るために、騒音を一般の環境基準の55デシベル以下とすることを要請する。

　令和元年 10月30日～ 31日にかけて高知市で開催された全国

市議会議長会研究フォーラムに参加した。研修では 1 日目のパ

ネルディスカッションも 2 日目の課題討議も、地元「坂本竜馬」

に因んで「議会活性化のための船中八策」と題して進められた。

　２日間にわたり全国市議会の先進地事例等を学び、本市の議

会改革は喫緊の課題であることを改めて痛感した。その実施方

法として議員で構成される「議会改革検討会議」を早急に設置

し、①議会の見える化 ②チェック機能の向上・充実 ③市民の

声をどう取り上げ、どう活かすか ④政策提言等を中心に議論

することが必要であると教えられた。

（参加者：村松三千雄、飯野久、有野一成、三木充）
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市民から  ひ・と・こ・と

阪本 俊美 さん
地区●鏡中條

◇問われる議決機関としての存在意義
　二元代表制のもとで住民自治を運営していくための議会に問われていること。
　一つ目は、政策課題に取り組んでいくために「アマチュア」である議員と首長部門の行
政プロ集団ではできることが大幅に制限されること。二つ目は、議会で行政側から提案さ
れた政策が否決・修正されると「議会が紛糾」したと表現され、異常事態のように受け止
められること。議会はこの課題にどう応えるのか。議会が市民や行政担当者と徹底した質
疑を行い議員間で討議を尽くし、結論を出すことが代表制民主主義の強化でもある。その
議論の決定に納得いくという評価が得られたときに議会が自治体運営上の不可欠な機関で
あるとして認知される。

川手 貴人 さん
地区●飯野

◇決定への議論やプロセスがわかる情報発信に期待
　地域の課題や問題に関心がないわけではありませんが、広報などに掲載された行政の決
定事項だけでは情報が少なく、どんな課題を解決するための取り組みなのかまでを知るこ
とはできません。
　いろいろな議員に話を聞ける機会もありませんので、その決定に至るまでの議論やプロ
セスを私たちがワクワクしながら知ることができるような議会からの情報発信を期待して
います。

　あなたの意見を『議会だより』で発表してみませんか。

　市議会に対する意見や『議会だより』の感想をぜひお寄せください。

　（400 字以内にまとめてください。）

　【提出先】〒 400-0395  南アルプス市小笠原 376 南アルプス市議会事務局 宛

　　　　　  メール：gikai@city.minami-alps.lg.jp 　FAX：055-282-6459
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た
り
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漑
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業
や
医
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援
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ら
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中
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現
地
で
銃
撃
さ
れ
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。「
飢
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は
医
療
で
は
救
え
な
い
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と
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業
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復
活
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せ
て
安
定
し
た
生

活
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取
り
戻
す
た
め
、
ま
た
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壊
れ
て
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で
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で
き
る
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、

現
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で
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る
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法
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路
な
ど
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整
備
し
ま
し
た
。
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え
に
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は
、
食
べ
物
が
な
い
分
、
水
を
た
く
さ
ん
飲
む
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う
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す
が
、
そ
の
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が
安

全
な
も
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で
な
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た
め
に
、
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落
と
す
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な
っ
て
い
た
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と
が
、
中

村
医
師
を
灌
漑
事
業
に
向
か
わ
せ
た
と
も
聞
き
ま
し
た
。
慎
ん
で
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
安
全
な
水
が
豊
富
に
あ
っ
て
、き
れ
い
な
水
で
ト
イ
レ
も
流
し
、シ
ャ
ワ
ー

も
使
い
放
題
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
る
食
品
、
そ
れ
を
処
理
す

る
に
も
多
く
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
て
い
る
私
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
で
き

る
こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と
を
、
学
ん
で
行
動
に
移
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

●第１回定例会の会期予定
２月 28 日………………本会議（初日）
３月 ２日～ ４日 …………常任委員会
　  　 ５日～ ６日……代表・一般質問
　       ９日 ………………本会議（中日）
　     10 日～17日 ……… 常任委員会
　　  25 日……………本会議（最終日）

※日程等は、定例会前の議会運営委員会
　で正式に決定されます。（日程が変更
　になる可能性があります。）

みなさんの傍聴を
お待ちしております！

・事前の申込は不要です。
・委員会も傍聴できます。

●第４回定例会の傍聴者数：29人
    ※報道関係者11人は除く
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募集中！
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